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第1期生は6名でスタート
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博士後期課程の学生は、次代の科学技術・イノベーションを

担う貴重な存在です。しかし、近年、博士後期課程における

経済的な不安と研究者としての将来のキャリアパスが不透

明であることが相まって、我が国では、博士後期課程に進学

する学生が減少傾向にあります。このような背景を踏まえ、

愛媛大学では、修士課程から博士後期課程に進学する優秀

な人材の確保を図るため、博士後期課程学生の処遇向上と

キャリアパスの支援を、全学的な戦略の下で一体として実施

いたします。

　愛媛大学は、文部科学省の「科学技術イノベーション

創出に向けた大学フェローシップ創設事業」に採択された

ことを受け、「愛媛から世界を目指す学生のための愛媛

大学フェローシップ－ＥＵアドバンスド・リサーチ・フェロー

シップ－」事業を創設しました。この事業の目的は、博士

後期課程の学生に経済的支援を行い、さらに、研究者と

しての能力向上と将来のキャリアパスを支援することに

よって、優れた博士人材として社会で活躍いただき、次

世代のわが国及び世界の科学技術のイノベーションを

担っていただくことにあります。具体的には、理工学研究

科の博士後期課程に在学し、世界トップクラスの研究を

展開する４つの全学研究センター（沿岸環境科学研究

センター、地球深部ダイナミクス研究センター、プロテオ

サイエンスセンター、宇宙進化研究センター）または工学部

附属センター群で研究に従事している博士後期課程の

学生をサポートするものです。

　愛媛大学は、「地域を牽引し、グローバルな視野で

社会に貢献する教育・研究・社会活動を展開する」という

ビジョンを掲げています。近年、大学には、「地域における

知の拠点」として地域創生にも係わることが期待されて

います。しかし、大学が社会の中で特異的に持っている

機能は、「高度かつ先端的な研究を展開する」機能です。

大学での教育は、この研究成果に基づいた高等教育で

あるべきで、さらに、社会連携、国際連携は、これらの研究

力、教育力を地域社会や国際社会との接点で発揮するもの

です。すなわち、社会の中での大学の存在価値の源泉は、

「高度かつ先端的な研究力」です。このことを、改めて、

再認識したいと思います。

　私たちが生きているこの社会は、人口減少、地球温暖化、

多発する自然災害に加えて新型コロナウイルスによる感染

拡大と、まさに、私たちの生存と平穏な暮らしが脅かされる

状況が続いています。今後、世界には多くの困難が待ち

受けていると考えざるを得ません。これまでの社会と決別

し、新たな価値観や社会システムを再構築する、すなわち、

「すべての面でイノベーションする」ことが、人類の生存の

ために求められています。本事業に採択された学生には、

博士号を取得した後、自立した研究者となり、研究面だけ

ではなく社会活動面でも世界のリーダーとして活躍される

ことを期待しています。

学 長 挨 拶

愛媛大学長

仁科 弘重

事業目的

愛媛から世界をめざす学生のための愛媛大学フェローシップ

EUアドバンスド・リサーチ・フェローシップ

対象

フェローシップ学生

大学・企業の
研究者として
飛躍

博士後期課程に
入学・進学する学生の増加へ

修士課程から博士後期課程に進学する優秀な人材の

確保を図るため、将来の我が国の科学技術・イノベー

ション創出を担う博士後期課程学生の処遇向上と

キャリアパスの確保を、全学的な戦略の下で一体として

実施する大学に対して補助金を支援するものです。
企業・関係機関等と
の連携を通じたキャ
リア支援（インター
ンシップ、共同研究、
共同プログラム等）

優秀な学生を選抜
研 究 環 境 の 確 保

事業目的

支援実績
全国国公立私立大学　47機関（2021年度）

愛媛大学では、理工学研究科と先端研究・学術推進機構のセンター群（沿岸環境

科学研究センター、地球深部ダイナミクス研究センター、プロテオサイエンス

センター、宇宙進化研究センター）が有する、自然科学から応用科学まで幅広く

特色ある学術研究基盤のもとで、研究者養成を実施していますが、選考した

フェローシップ学生に対し、さらに右記の支援を行います。

実施概要
研究専念支援

研究力向上・キャリアパス支援

キャリアパス確保支援

愛媛大学 フェローシップ事業

国による支援

大学における一体的な取組

（機関補助）

分野指定型

当該大学
の研究員

（キャリアパスの例）

民間企業等
の研究者ボトムアップ型

フェローシップ
の供与

キャリアパス
の確保大学院

修士課程
（博士前期課程）

修了者

大学院
博士後期課程

学生

1 2

研究力向上
キャリアパス支援

沿岸環境科学
研究センター

プロテオサイエンスセンター

理工学研究科の
センター以外の
研究室

宇宙進化
研究センター

地球深部
ダイナミクス
研究センター

●英語力、外部資金獲得力等の涵養
●社会人力をつけるための講演会や
　ワークショップ
●研究機関や企業でのリサーチ・
　インターンシップ　等

文部科学省の「科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業」とは

理工学研究科
博士後期課程学生

1学年あたり6名

運営会議において
これまでの学業成
績、研究業績、経済
状況等を総合的に
審査の上、決定

研究専念支援 キャリアパス
確保支援教職員

コーディネーター

研究に専念できる環境を提供（研究専念
支援金：月15万円、研究費：年30万円を給付）

研究者になるためのアカデミックスキルを
涵養する講義・実習並びに、社会人力養成
講演会やリサーチ・インターンシップといった
キャリアパス支援プログラムを提供

「育成助教」制度の創設、アカデミックポスト
および民間企業等の研究開発職への接続
を支援

人員

選考

●育成助教制度の創設
●研究開発職への接続

●研究専念支援金の給付
●研究費の給付

Graduate School of Science and Engineering
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